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疫学研究により、尿ナトリウム・カリウム（Na/K）比は、尿中ナトリウムまたはカリウム排泄量

単独よりも、高血圧および脳心血管病リスクとより強く正の関連を示すことが明らかにされてい

る。本コンセンサスステートメントでは、個人内における随時尿 Na/K 比の日内・日間変動が大き

いことを踏まえ、信頼性の高い個人推定値を得るために、週 4 日以上、さまざまな時間帯に無作

為に採取した随時尿の平均 Na/K 比を使用することを推奨する。Na/K 比と高血圧または脳心血管

病リスクとの間には連続的な正の関連が認められるが、日本人における臨床および公衆衛生上の

意思決定のために、尿 Na/K 比の平均値として 2を至適目標値とすることを推奨する。これは、日

本人の典型的な食習慣を考慮したうえで、「日本人の食事摂取基準（2020 年版）」におけるナトリ

ウムおよびカリウム摂取量の推奨値に整合するためである。また、日本人一般集団における尿Na/K

比の平均値を下回ることを一時的な目標とするため、平均尿 Na/K 比 4 を実現可能目標値として提

案する。これらの推奨は主に健康な個人を対象とし、特定の疾患を有する患者には、支持するデ

ータが不足しているため適用されない。現時点では尿 Na/K 比測定の高血圧予防・管理における有

用性に関するエビデンスは十分ではなく、さらなる研究が必要である。 
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